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工事箇所近隣住民の方に「これで安心して生活できるよ」「良いものが出

来たね」など言われたときは、頑張って良かったと思います。

育児です。近年では、週休２日制工事が主となってきているので子供たち

と遊んだり、また育児にも参加でき働きやすい環境になっております。                             

○今回は、Ｒ５那珂川左岸栄町地区外築堤工事を受注した常陽建設（株）の若手技術者である

矢口智裕さんにお話をうかがいました。
やぐち ともひろ

最後まで気を抜かず無事故・無災害で工事完成を目

指し、また地域住民の皆様とのコミュニケーションも大切にし、工事へのご

理解ご協力を得て工事を推進していく所存です。

休日などはどのように過ごしていますか？

若手技術者

矢口 智裕さん

完成に向けて一言

工事の進捗状況 ～Ｒ５那珂川左岸栄町地区外築堤工事～

○Ｒ５那珂川左岸栄町地区外築堤工事では、ひたちなか

市栄町地区において、築堤工事（延長約２４３ｍ）

を行っており、完成間近となっています。

○通常の堤防は、土で作られますが、栄町地区では約３

ｍの高さの特殊堤（コンクリート擁壁）により堤防

を作っています。

さかえちょう

特殊堤（コンクリート擁壁）施工状況
（ひたちなか市栄町地先）
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事前に工場で製作して、現場で設置してます！

特殊堤箇所

令和７年２月

約３ｍ

やぐち ともひろ

建設業界に入り、良かったこと、うれしかったことはありますか？



○1月20日と2月11日に、マイ・タイムラインリーダー育成講

習会を実施しました。これは地域の皆様が今後、自らマイタイ

ムラインを考える際に必要な知識や気をつけるポイントについ

て学んでいただくものです。

○今年度初めて実施されたこの講習会は、今後も継続的に実施

する予定です。地域にお住まいの方であればどなたでも参加

可能で、令和7年度は計6回を予定しています（5/25, 6/1, 

6/29, 8/1, 8/3, 9/23）。詳細は次号以降でご案内いたします。

○自治会代表者や地域で防災活動に取り組まれている方の他、

興味をお持ちの方など、多数の参加をお待ちしています。

国土交通省 関東地方整備局
常陸河川国道事務所
流域治水課（旧調査第一課）
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〒310-0851
茨城県水戸市千波町1962-2

那珂川緊急治水対策プロジェクト 検  索

プロジェクトに関するお問い合わせはこちらです

こちらのQRコードからもHPにアクセスできます。▲

◆コラム ～春めく偕楽園～

○３月９日、水戸市内の千波公園ふれあい広場で茨城新聞社、

日本赤十字社茨城県支部主催の「家族で体験！BOSAI

キャンプ2025」が開催されました。

〇このイベントは、訪れた方々が楽しみながら災害時や緊急

時を生きぬく知恵と技を身に付け、防災意識を高めること

を目的としており、災害時に役立つキャンプ技術や防災

ワークショップなどの様々な催しが行われました。

〇常陸河川国道事務所では、水害に対する防災意識タイプを

動物になぞらえて診断するコーナーや、自然災害を映像や

振動などで学ぶ自然災害体験車、最大３００mm/ｈの雨

と最大10m/hの風を体験できる降雨体験車などの展示を

行い約３１０名の方にご参加していただきました。

◆家族で体験！BOSAI キャンプ2025が開催されました

〇春の訪れとともに梅が見頃を迎えます。 

２月１１日から３月２０日までの間、偕楽園と弘道館では

「第129回水戸の梅まつり」が開催されています。

〇「偕楽園」という名前は、領民と偕（とも）に楽しむ場に

したいと願いから生まれました。

〇偕楽園の借景である千波湖は、桜川の河口が那珂川によっ

てせき止められてできたものです。

◆マイ・タイムラインリーダー講習会について

マイ・タイムラインリーダー
講習会の様子

降雨体験車

防災意識タイプ診断

自然災害体験車

事業紹介

偕楽園の様子（令和７年３月時点）
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